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交
通
事
故
離
置
作
戦

ヤ
一
卒
”ギ
一，■
■
■
■
■
■

■
一
■
■
一，
■
■
一一一■
工
■
■
キ
ヽ
■
一■
■
”中■
■
〓
■
■
一に
■

私
達
の
に
む
北
海
道
は
　
‐―十
年
夜
適

事
故
死
１１
本

一
と
い
う
　
大
変
不
名
誉

な
記
録
を
残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
不
名
誉
を
記
録
は
、

末
年
間
も

の
間
続
い
て
お
り
今
年
に
人
っ
て
か
ら

は
　
標
津
町
で
　
充
互
早
々
全
道
第

一

号
。

ま
た
　
別
海
町
■
率
別
で
は
第
二

サ
と
い
う
死
亡
事
故
が
発
■
し
て
お
り

ま
す
。

こ
う
い
っ
た
交
通
■
故
非
常
＋
敗
の

中
で
　
根
４
支
庁
管
内

一
一
市
四
町
）

を
　
モ
デ
ル
地
区
と
し
た
変
通
年
故
桜

減
作
蚊

一
〇
●
――
運
動

｛
四
月
末
Ｈ
～

し
用
　
川
Ｈ
一
を
展
開
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
中
の
に
よ
――
標
と
し
て
は

④
全
家
に
に
お
け
る

「交
通
安
全
は
妥

庭
か
ら
」
の
実
践
。

②
全
職
場
に
お
け
る
安
全
運
転
の
佃
底

特
に
適
酔
い
、

無
免
許
猛
速
運
転
の

防
止
。

③
歩
行
き
　
自
転
車
利
用
者
、

特
に
子

供
と
老
人

の
交
通
事
故
防

止
。

④

二
輔
車

の
安
全
利
用
、

特

に
若
舌
運

転
者

の
暴
走

運
転
防

止
。

⑤

ス
ピ
ー
ド
　
タ

ウ
ン
運
転
、

ラ

ー
ト

ベ
ル
ト
着
円
、

車

輛
の
早

め
点
燈
連

動

の
当
及
定
着
化
。

③

地
域
ぐ
る
み
の
安
全
活
動

の
推
進
。

以
上

六
点

の
重
点
同
標
を
中
心

に
　

地

域

の
実
情

に
即
し
た
具
体
的

か

つ
効
果

的

な
方
法

に
よ
り
運
動

の
展
開
を
図

っ

て
お
り
ま
す
。

標
汁

町

の
今
月

の
主

な
運
動

と
し
て

小
学
生
を
対
象

と
し
た
ヤ
空
教
■

一
ｔ

粧

）
　

交
通
弱
ヤ
達

へ
の
白
宅
訪
門
持

導

　
変
旭
持
埠
ｆ１１
当

の
小
中
高
等
学
校

教
只

と

の
交
通
安
全
対
策
会
議

な
ど
、

故
■

に
通

い
や
す

い
ｒ
供

や
と

人
を
中

心

に
　

今
月

は
交
通
安
全

の
定
析
化
を

推
進
し

て

い
き
ま
す
。

棟
津

町
か
ら
、

み
ん
な

の
力

で
交
通

事
故
を

一
掃

し
、

交
通
安
全
意

離

の
輪

を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

一　

　

　

　

）

こ
の
緑
植
え
て
ぼ
く
ら
の

五

月

十

二

同
　

　

職

場

線

の

日

五

月

十

三

Ｈ
　

　

行

の
線

の

日

五

”

十

四

口
　

　

学

校

練

の

日

■

月

十

■

日
　

　

農

村

線

の

日

五

■

十

六

日

　

　

子

供

線

の

日

五

月

十

七

Ｈ
　

　

家

庭

緑

の

日

緑

化

≡

葉

と

し

て

市

木

　

花

木

即

売

会

や
公
社
　
公
団
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
つ
い
て
　
キ
肘
や
要
望
、

意
見
を

お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

た
と
え
ば

「交
通
１
，
…

サ
機
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

こ
わ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で

在
校
の
と
き
子
供
が
た
な
く
て
…
…

」

「年
往
が
も
ら
え
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
け
ど
、

何
か
の
誤
り
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」

こ
の
よ
う
な
住
民
の
み
な
さ
ん
の
お

情
や
要
望
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
耳
を
傾

古ワ
育

つ

―
と
．

二
月
五
日
　
午
前
九
時
か
ら

標
汁
町
役
場
前

仙
樹
猪

五
月
二
十
四
日
　
午
古
多
加

ア
カ
エ
ゾ
ヤ
ツ
　
エ
　
Ｏ
０
０
本

緑
化
　
林
野
火
災
に
関
す
る
作
文

ボ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
役
場
農
林
水
荘
謀

林
政
係
ａ
②
２
１
３
１
内
線
２
２
３

改
き
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

「行
政
和
談
」
で
す
．

行
政
は
、

わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
よ

村
と
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
名
粧
に
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
　
で
き
る

だ
け
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
行
政
に

反
映
し
て
　
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
　
昭
和

ｉ
十
年
に

一行
政

相
談
」
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

以
後
　
相
談
件
赦
も
年
々
叩
加
し
、

昨
年
受
け
付
け
た
行
政
相
談
件
数
は
、

企
日
で
約
■
れ
万
件
に
の
ば
っ
て
い
ま

）

す
。

と
く
に
忙
近
で
は
、

通
路
　
河
川

年
令
、

生
活
保
終
、

交
通
安
全
、

公
十

登
記
な
ど
、

同
行
生
活
と
関
係
の
株
い

問
題
に
つ
い
て
の
和
敲
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た

「行
政
相
訟
」
の
制
度
を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
Ｆ
‐

め
　
毎
年
十
月
に

「行
政
和
談
週
出
」

を
設
け
て
い
ま
す
が
、

咋
年
に
つ
づ
き

■
月
十
日
か
ら
十
六
Ｈ
ま
で
を

「本
の

行
政
和
譲
迦
―ｌｉｌ
」
と
し
、

な
お

一
甲

み
な
さ
ん
の
行
政
に
対
す
る

，
声
″
を

お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
み
な
さ
ん
の
相
談
和
子
に
な

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
行
政
榔
絞
委
只

が
　
と
く
に
こ
の
期
間
中
　
怖
時
に
合

同
行
政
和
談
所
を
開
く
な
ど
、

和
族
市

動
を
よ
り
活
発
に
行
う
ほ
か
　
交
通
不

使
な
地
域
の
方
々
に
は
に
回
相
談
を
実

施
す
る
な
ど
の
便
宜
を
は
か
り
ま
す
。

榔
談
は
　
日
掠
　
千
紙
、

電
話
の
い

す
れ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

行
政
和
談
は
　
住
み
よ
く
明
る
い
札

会
を
つ
く
る
た
め
の
第
　
歩
と
な
る
も

の
で
す
．

制
強
さ
れ
る
方
の
お
名
前
や
和
私
の

内
容
に
つ
い
て
は
秘
材
を
守
り
ま
す
。

お
気
性
に
ご
オー‐
談
く
だ
さ
い
．

は
汁
町
の
行
政
和
談
チ
１１
は

今
野
忠
志
氏
　
十■
伴
汁
栄
町

ａ
０
２
０
３
ぷ

じ
　
」

書
の
行
政
相
議
週
間

み
な
さ
ん
の
苦
情
や
要
望
を

行
政
改
善
の
手
立
て
に

み

な

さ

ん

の
中

に

は

　

ふ

だ

ん

役

所

　

　

け

て
問

題

の
解

決

に

努

力

し

、

行

政

の

iど誌沓生ャ_ |1建康 て1寧〕さ 楽 しい家庭 をつ く りま しょう



役  職 氏 名 所   属    書卜   会 役  職 氏     名 所 属 部 会

会 長

副会長

監 事

理  事

評議 員

馴  山     猛

本  村  幸 次R F

飯 村 寿 三

日  本寸   豊

森    常  雄

滝 本  二 三雄

浜  尾  己 恵子

蔭  山  伊 二郎

五 百木  秀  夫

早  川  永 一郎

神  内  正  義

高  橋    明

藤 巻 淳 一

林   秀 雄

杉 岡 富 夫

今 野 忠 志

竹 村 誠 司

馴 山  ヒ  サ

辻   松  野

相 馬 松 造

戸 沢 竜 雄

井  上   均

笹 谷 道 代

矢 吹 美 保

山  川  源  治

進  藤  松 太郎

母子 身障者福祉部会

母子 身障者福祉部副会長

老人福祉部会長

総務部会

総務部副会長

母子 身障者福祉部会長

総務部会長

老人福祉部副会長

母子 身障者福祉部会

青少年福祉部会長

老人福祉部会

青少年福祉部会

母子 身障者福祉部全

母子・身障者福祉部会  !

老人福祉部全

母子・身障者福祉部会

総務部会

評議員 佐 藤 勝 三

吉 田 岩 見

"1  山奇  日召  ‐―

谷   健  一

吉  回  易  夫

大  田    真

山 口  将  悟

田 村 君 江

三 上 恵 子

村  野  光  男

渡 部 文 男

行  日    晋

類 瀬 ミサ ラ

宮 本 越 家

玉 置 正 夫

柱     士

滝  本    清

佐 藤 和 博

合 国 忠 史

沢 向 幸 子

花 国 富 翁

坂  日  孫  一

南      孝

大  角  ミ  ヨ

保山陶

青少年福祉部会

総務部会

母子 身階者福祉部会

総務部会

老人福祉部会

総務部会

青少年福祉部副会長

青少年福祉部会

老人福祉部会

老人福祉部会

母子 身障者福祉部会

青少年福祉部会

昭和56年5月1日 広 報  し べ  つ 身告170=]   ｀日フ

=憾 簿町社会福社協鶴舎役 員を紹介 しま守=

あ
な
た
で
す
／

火
事
を
出
す
の
も
防
ぐ
の
も

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
実
施
中

Ψ

υ

ジ

Ψ

゛

民 生
・
児 由 摂 員  (社範 惇 員と,い配ごと徹 員も兼ねてます)

∪

3 ‐）
　
Ｊ

氏 名 担 当 地 区 名 電話番号 名氏 担 当 地 区 名 電話番号

今 野 忠 志

早  川  求 一郎

相  馬  松  造

笹 谷 道 代

矢 吹 美 保

類 瀬 ミサ フ

管  野  善 太郎

サ

　

均

ヒ山
　

上

馴
　

井

(格 浮 )
弥 栄 町 .線  町

北 標 r t

葵憲骨ヶ、芥沓'早
忠  類

(川Jヒ)
寿 町 Ⅲ桜ヶ丘町

〈標消均
双葉町.tltヶ丘町

西古多様 北 古多様
上古 多様.古 多様市街

伊茶仁

鼻書多鶴ヽ南古多雄

2--2038

5--2413

2-2955

4 - 2 1 1 1

5--2056

2--2624

4--2214

2-2450

4--2315

=  船  チ  エ

梅  国  ユ キエ

戸 沢 竜 雄

千 葉    元

村  上  順  貞

金  田  紀  子

今 井 三 大

下 山 一 夫

榎 本 守 夫

溶裏彙
猛'蒸 別

(標津 )
桜 木 町

(標l■)
川上 町 .新 川上 町

(標い )
本      町 ,    栄       町

西 北標 洋

仁吉 町。 来浜 町

南 川lJし、 西 川北

束 '北 .Hヒ 川 Jヒ

(' IJt)
旭  町  共 栄 町

4--2047

2--3255

2--2685

2--2366

5--2423

2--2280

5--2613

5-‐2619

5--2557

自然を愛 し 美 ししヽ郷上をつくりましょう
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ス

ポ

ロ

ツ

執

皇

総

合

体

育

館

か

ら

早
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

日
時
　
五
月
十

一
日
～
十
五
日

午
前
六
時
二
十
分
～
ｔ
時

場
所
　
や
央
公
民
館
前

内
容
　
正
し
い
た
り
方

楽
し
い
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
づ
く
リ
コ
ー
ス

日
時
　
五
月
十
二
日
～

六
円
十

一
日

毎
週
火
　
木
蛇
日

午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
総
合
体
奇
館

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ス

日
時
　
五
月
十
二
日
～
六
月
十
日

毎
週
水
曜
日

場
所
　
総
合
体
市
常

卓
球
コ
ー
ス

日
皓
　
五
月
十

〓
〓日
～
六
月
十
日

毎
週
金
曜
日

午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
総
合
体
育
館

水
泳
コ
ー
ス

日
時
　
一ハ
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日

午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
祉
水
プ
ー
ル

テ
ニ
ス
コ
ー
ス

日
時
　
七
月
六
日
～
七
月
十
七
日

４

コ
ー

ス

の
定

貝

は

三

十

名

で

、

参

加

料

は

千

Ｐｌ

で

す

。
　

⌒
千

円

で

、

全

部

の

コ
ー

ス

に

人

れ

ま

す

。

）
　

中

し

込

み

は
　

各

コ
ー

ス

の

五

日
一副
ま

で

に

総

合

体

育

館

ａ

②

３

１

１

０

へ
。

一
般

ス
ポ

ー

ツ
教

室

パ

レ

ー

ボ

ー

ル

致

室

二

月

十

二

月

～

六

月

九

日

毎

週

火

曜

日

卓

球

教

窒

　

【

ド

ミ

ン

ト

ン

致

室

五

月

十

五

日

～

六

月

十

一
日

■

月

は
毎

週

金

曜

日

　

本

月

は
毎

過

木

曜

日

各

教

室

と

も

時

間

は

、

午

後

七

時

か

ら

八

時

ま

で

で
　

場

所

は

総

合

体

育

館

で

す

。

な

お
　

走

員

、

中

し

込

み

は

前

記

の

と

お

り

で
す

。

早

朝

テ

エ

ス

教

室

六

月

一
日

～

六

月

五

日
　

午

前

六

時

二

十

分

～

七

時

三

十

分

　

川

北

運

動

公

ロ

テ

ニ
ス

コ
ー

ト

定

員

、

中

し

込

み

は

前

記

の

と

お

り

で

す

。
毎
過
月
　
水
　
金
呼
日

午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
官
林
署
コ
ー
ト

… t  … f  i   : : Ⅲ i = Ⅲ 、‐ t  i  t i t i  … ⅢⅢ … Ⅲ  … ■  ! … … ! _ ■ i …   … …r f   ■ ■ _ …  ■ _  i  t  i  す  … … … 1 1  _

第

一
回

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

双

葉

・
桜

木

町

会

チ

ー

ム
優

勝

去

る

二

月

十

五

日
　

町

総

合

体

育

館

に

お

い

て
　

標

津

町

会

連

今

会

主

催

に

よ

る

、

第

一
回

婦

人

本

レ
ー

ボ

ー

ル
大

会

が
開

催

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の
大

会

は
　

各

町

会

の
婦

人

が

対

象

と

さ

れ

　

ス
ボ

ー

ツ
を

通

じ

親

睦

と

交

流

を

深

め

る

た

め
開

か

れ

た

も

の

で

す

が

、

連

合

会

の
始

め

て

の
試

み

と

は

い

た

、

大

盛

会

の
う

ち

に
終

，

　

選

手

も

関

係

者

も

　

一
層

、

今

後

に
期

待

を

か

け

て

い
ま

し

た

。

尚

、

成

撒

結

来

に

つ

い

て

は

、

つ
ぎ

の

と

う

９

で
す

。

優

　

勝

　

双

葉

　

桜

木

町

会

チ

ー

ム

半

優

勝

　

弥

栄

町

会

チ

ー

ユ
ム

第

二

位

　

新

川

上

　

川

■

町

会

チ

ー

ム

第

四

位

　

緑

　

栄

町

会

チ

ー

ム

個

人

賞

　

新

川

上

　

川

上

町

会

，

―

ム

の
山

崎

若

乃

さ

ん

個

人

賞

　

弥

栄

町

会

チ

ー

ム

の
原

雅

子

さ

ん

個

人

賞

　

双

葵

　

桜

木

町

会

チ

ー

ム

の

山

形

志

津

子

さ

ん

※

優

勝

チ

ー

ム

に

は

、

賀

状

、

カ

ッ
プ

⌒
町

長

杯

）

、

今

メ

グ

ル

準

優

勝

チ

ー

ム

に

は

、

賞

状

、

カ

ッ

プ

（
連

合

会

長

杯

）
　

銀

メ

グ

ル

が

、

選

手

各

十

五

名

に

渡

さ

れ

ま

し

た

。

胃
ガ
ン
の
検
診
を
受
け
よ
う

今

年

も

、

礼

幌

対

が

ん
協

会

に

よ

り

二

月

二

十

一
日

　

二

十

二

日

に
婦

人

科

校

診

、

五

月

二

十

四

日

か

ら

二

十

七

日

に

胃

陽

病

校

診

が

実

施

さ

れ

ま

す

。

当

町

の
主

要

死

因

を

見

て

み

る

と

惑

性

新

生

物

（
ガ

ン
）

が

第

二

位

で

ヽ

そ

の
死

亡

の
半

数

が

ロ

ガ

ン

と

な

っ

て

い
ま

す

。

昨

年

の
検

診

の
中

で

は

、

ガ

ン
患

者

は

お

り

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

医

療

機

関

で

の
受

診

で

そ

の
状

態

は

、

病

後

の
な

り

ゆ

き

が

悪

い
よ

Ｐヽ
で

す

。

こ

の
検

診

を

受

け

る

こ

と

に

よ

り

、

早

期

に

ガ

ン

が

発

見

さ

れ

、

ガ

ン
死

亡

を

減

少

さ

せ

る

要

因

で

は

な

い
か

と

確

信

し

て

い
ま

す

。

昨

年

検

診

を

受

け

て
異

常

が

な

か

っ

た

か

ら

今

年

は

受

け

な

く

と

も

よ

い

と

い
う

の

で

は

な

く

、

異

常

の
な

い

こ

と

を

確

認

し

て

も

ら

う

こ

と

に

よ

っ

て

、

こ

の

一
年

間

の
健

康

が

約

束

さ

れ

る

の

だ

と

考

え

て

頂

き

た

い
。

病

気

は

、

早

く

発

見

し

、

早

く

治

療

す

る

こ

と

が
大

切

で

す

。

枚

診

は

必

ず

受

け

ま

し

ょ

う

。

―

保

健

婦

―

】

無
料
法
律
相
談
肘

4

五
月
二
月
は

「憲
法
記
念
日
」
　

五

月

一
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
は

「憲
法

過
問
」
で
す
。

標
津
荷
易
裁
判
所
　
釧
路
家
庭
裁
判

所
標
津
出
張
所
　
標
津
地
区
調
定
協
議

会
で
は
、

「憲
法
週
間
」
に
関
連
し
て

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
二
月
十
八
日
　
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
。

場
所
　
標
津
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

蜘
当
動
　
調
定
委
員
　
裁
判
所
書
記
付

勃
　
齢

　
晦
聴
弾
鞠
却
弥
オ
確
判
は
擁

ど
に
よ
る
紛
争
、

夫
婦
　
親

子
関
係
な
ど
家
庭
内
の
も
め

ご
と
、

声
籍
　
相
続
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

釧
路
地
方
法
務
局

根
室
支
局
か
ら

昭
和
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
、

従

来
当
支
局
で
取
扱
っ
て
い
た
国
結
関
係

事
務

⌒帰
化
　
国
籍
離
脱
中
請
等
）
は

釧
路
地
方
法
務
局
戸
籍
課
に
お
い
て
取

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、

評
細
に
つ
い
て
は
、

釧
路
地

方
法
務
局
戸
結
謀
な
０
１
５
４
①
６
１

８
７
内
線
３
７
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い

）
　
　
）

たがい こ助け合い 暖かぃ社会をつくl‐ましょう
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V

小
児
マ
ヒ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す

③

狂
犬
病
予
防
注
射

●
日
時

・
場
所

●
五
月

七
日
、

午

後

一
時

三
十
分
か

ら
午
後
三
時
ま

で
、

川
北
公
民
館

（
川
北
　
北
麻
津
　
古
多
様
地
区

の
方

が
対
象

）

●
五
月
八

日
、

年
後

一
時

三
十
分

か

ら
午
後
三
時

ま

で
、

中
央
公
民
館

（
前
記
以
外

の
地
区

の
方

が
対
象

）

●
対
象
考

生
後
三
ヶ
月

か
ら
四
十
八

ヶ
月

の

お
子

さ
ん
で
、

今

ま

で
に
接
種
を

二
回

し
て

い
な

い
方
。

●
料
　
金

料
金

は
無
料

で
す
。

母
子
手
帳

を
持
参

し

て
く
だ
さ

い

画
新

生
活

運
動

の
ひ
と

つ
の
試

み
と
し

て
、

資
源
再
利

用

（
リ
サ
イ

ク

ル
）
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し

て
か
ら
六
ヶ
月

に
な

り
ま
す
。

こ
の
間
、

町
民

の
み
な

さ
ん

の
ご
理
解

と
ご
協
力

の
も
と
に
、

効
果

を
あ
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

今

後
、

セ

ン
タ
ー
を
有
効

に
利

用
し

て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、

前

一
層

の
ご

協

力
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま

た
、

現
在

セ

ン
タ
ー

に
入
庫

し

て

い
る
品
物
、

住
民

の
方

が
望

ん

で

い
る

品
物
を

お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

セ

ン
タ
，
で
保
管

し
て

い
る
物

衣
類

・
″

ス
炊
飯
器

・
電
子

ジ
ャ

ー

・
木
製

ベ

ッ
ド

・
自
動
車

（
ニ

ッ
サ

ン
バ
イ
オ

レ

ッ
ト
４９
年
車

）

・
ベ
ピ
ー

本
ス
　

歩
行
器

　

ス
ケ

ー
ト

・
プ

ラ
ザ
ー
編
機
。

希
望
し

て

い
る
幼

自
転
車

（大
人
、

子
供
、

幼
児
）

テ

レ
ビ

・
冷
蔵
庫

や
洗

濯
機
　
掃

除
機

，
子
供
机
　

二
段

ペ

ッ
ド

・

マ
マ
コ
ー
ト

セ

ン
タ
ー

に

つ
い
て
の
お
問

い
合

わ

せ
は
、

役
場
町
民
課
住
民
活
動
推
進
係

ａ
②

２
１
３
１
内
線
１
３
４
に
ご
違
緒

く
だ
さ
い
。

圃
震

島

週

間

五
見
十
日
か
ら

一
週
間
は
愛
鳥
週
間

″、
―
ド
　
ウ
ィ
ー
ク
と
も
い
い
ま
す

が
、

自
然
環
境
の
よ
し
あ
し
を
は
か
る

ひ
と
つ
の
パ
●
メ
ー
タ
ー
、

野
鳥
を
守

る
た
め
の
行
事
で
す
。

日
本
で
は
五
百
十
種
も
の
野
鳥
が
続

察
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

野

鳥
と
親
じ
む
に
は
最
高
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。ツ

パ
メ
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
を
ど
夏
鳥
も

い
ろ
い
ろ
見
ら
れ
ま
す
し
、

南
の
方
で

冬
を
過
ご
し
、

シ
ベ
リ
ア
方
面
に
紫
殖

の
た
め
の
旅
を
す
る

′旅
鳥
″
た
ち
が
、

日
本
に
立
ち
寄
っ
て
い
く
姿
も
見
ら
れ

ま
す
。

そ
し
て
日
本
で
紫
殖
す
る
鳥
た

ち
の
ラ
ブ
　
コ
ー
ル
も
さ
か
ん
に
聞
か

れ
ま
す
。

そ
れ
は
、

こ
の
季
節
は
、

落
業
樹
の

葉

が
ま
だ
茂

っ
て

い
な

い
の
で
、

野
鳥

の
観
察

（
パ
ー
ド

・
ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ
）

が
し
や
す

い
上

に
、

野

の
花
も
楽

し
め

ま
す
。

安
鳥

週
間

に
は
、

い
ろ

い
ろ
な
催

し

が
行

わ
れ
ま
す

が
、

メ
イ

ン
行
事

は
、

五
月
十

日
広
島
県

の
県
民

の
森

で
環
境

庁

、
働

日
本
鳥
類
保
護
遼
盟

を
ど

の
主

催

で
行

わ
れ
る

「
全
国

野
鳥
保
義

の
つ

ど

い
」

で
、

今
年

の
テ
ー

マ
は
、

「
育

て
よ
う
野
鳥

の
歌
う
村

や
都
市

（ま
ち
ご

と
な

っ
て

い
ま
す
。

愛
鳥

週
間

は
、

昭
和

二
十

二
年

か
ら

始

め
ら
れ
ま
し

た
。

当
初
五
月

十
日
を

パ
ー
ド
　
テ
ー

と
す

る

一
日
だ
け

の
行

事

で
し

た
が
、

昭
和

二
十
五
年

か
ら
現

在

の
よ
う

な
週
間
行
事

に
な
り
ま
し
た
。

春

の
狂
大
病

予
防
注
射

を
、

五
月
十

二

・
十
三

・
十
四

日
に
実
施
し
ま
す
。

生
後
三
ヵ
月
以
上

の
大
を
飼

っ
て

い
る

方

は
必
す
受
け

て
下

さ

い
。

●
注
球

料
金
　
千
五
百
円

（
一
頭

）

●
未
登
録

の
方
は
　
同
時

に
畜
夫
登
録

も
し

て
く
だ
さ

い
。

登
録
料

は

一
頭

二

千
円

で
す
。

●
当

日
都
合

が
恵
く
受

け
ら

れ
な

か

っ

た
場
合

は
　
標
津
町
農
業
共
済
組
合

（

字
川
北
旭
町
ａ
⑤

２
２
３
６
）
で
行

い

ま
す
。

こ
の
場
合

の
料

金

は
千
七
百
円

で
す
。

）

ヽ

中
線
津
保
住
所

か
ら

さ
る
二
月
三

日
に
根
室
保
健
所
解
割

室

で
、

管
内

の
野
大
を
解
割

し
た
と

こ

ろ

別ヽ

海
町
、

羅
白
町

の
野
大

（
各

一

頭

）
か
ら

工
Ｌ
ノ

コ

ッ
ク
ス
の
虫
体

が

多
数
検
出

さ
れ
ま
し

た
。

大

、
キ

ツ
ネ
は
、

エ
ヒ
ノ

コ

ッ
ク
ス

の
汚
梁
源

と
な
り
ま
す
。

大

は
ニ
メ
！

ト

ル
以
内

の
鎖

に

つ
な
ぎ
、

穫

や
大
小

屋

の
周
り
は

い
つ
も
清
潔

に
し
、

鑑
札

と
注
射
済
粟

の
メ
グ

ル
は
、

必
ず
首
強

に

つ
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま

た
、

捨

て
大

は
野
大

に
な
り
、

他

人

や
社
会

に
迷
惑

を

か
け
ま
す
。

不
要

な
犬

は
、

役
場

の
行
生
係

か
保
籠
所

の

箱

生
謀

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

月   日 場 所 時   間

5月128

新川上町 稗   賢   宅   前 9:抑～ 9145

弥 栄 町.岡  部  名  前 10300～lo:45

栄 町 消 防 署 前 lo:m～ 11:如

全  域 中 央 公 民 億 前 13:lXl～14:∞

桜 木 町・望 ヶ丘 公 園駐 車 場 14 ' 1 0～1 4 :抑

沢 東 町 出 口 設 備 前 14:40～15:00

5月 13日

踊 無 果 今  野 宅 前 9:31～ 9i50

君  別 ・集 落 セ ン タ ー 前 10,10～11:∞

浜古多糠 坂   口   宅   前 11:10～11:如

古 夕構 生  活  館  前 13:10-13:311

忠 額 生 活 掘 前 13:50～14:40

伊 茶 仁 会   置   前 14:50～15:20

5月14日

束 浜 町 林   宅   前 9:20～ 9145

住 吉 町・生  活  館  前 1 0 :∞-10: 4 0

茶 忘 骨 生活改善セ ンター前 10:50～1l ilX

東茶志骨 山   本   名   前 11:10～11130

北 標 津 林 業 セ ン タ ー 前 13:15～13:抑

川 北 公 民 館 前 13:毎～14■5

消 防 岩 前 14:20～15:lXl

″  ・ ターラーステーション前 15:05～15:如

▼

ヨ

出を豊かにし 文1ヒを高めましよう
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今
月
は
固
定
資
産
税

（
一
期
）
と
、

軽
自
動
車
税

（全
期
）
の
納
期
で
す
。

ア
ツ
ｆ

地

震

―
―

イ
ザ
と

い
う
時

の
た
め

に
―
―

　
　

　
　

　

ょ
ぇ

ま
た
冷
蔵
庫
は
、

予
備
電

こ
こ
に
、

五
十

三
年

の
六
月
発
生
じ

　

　

る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
　

こ
の
よ
う
な
時
　
　
　
　
池

の
保
存

に
は
も

っ
て

こ

い
の
場

に
宮
域
県
沖

地
震

の
メ
モ
が

あ
り
ま
す
。

　

に
住
民

の
不
安

を
し
す

め
、

パ

ニ
ッ
　
　
　
　
　

所

で
す
。

昭
和
ｉ
十

ｉ
年

六
河
十

二
日
午
後
五
　

　

ク
を
未
然

に
防
ぐ

こ
と
も
、

報
通
機
関
　
　
　
④

地
震

の
際

の
津
波

に
は
、

し

ゅ
う

時
十

四
分
　
ｔ
城
県
沖

地
震

発
庄

　

マ
　

　

に
謀

せ
ら
れ
た
重
要

な
役
日

で
す
。　

　
　
　
　
　
よ
ん
ご
注
意

く

だ
さ

い
。

小

さ
な

グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
ｔ
　
円

（
関
東
大
震
災
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
、

宮
城
県
沖
地
震
発
生
と
　
　
　
　
地
震

で
も
、

す
ぐ
に
テ

レ
ビ
や
ラ

は
七
　

九
）

震
度

五
　

ゆ
れ
て

い
た
　
　

同
時

に
、

災
キ
放
送
を
開
始
し
ま
し

た
。　

　
　
　
ジ
オ

の
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
、

汁
波

時
間
約

ｉ
■
砂

、
仙
台
市

の
ほ
と
ん
ど
　

　

　

〕ヽ
れ
だ
け
は
必
要

だ
と

い
う

「
地
震
　
　
　
　
情
報

を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

の
家
庭

が
何

ら
か

の
故
害

を
受

け
ま
し
　

　

へ
の
備
え

一
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

　

　

　

　

③

ど

の
局

の
電
波

が
、

ど

の
周
波
数

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

常

に
家
庭
内

で
話

し
合

っ
て
、

非
　
　
　
　
で
受

か
る
い
を
お
確

か
め
く
だ
さ

こ
の
宮
城
県
沖

地
震

に
代
表

さ
れ
る
　
　
　
　
常
持
出
品
、

避
難
場
所

を
お
確

か
　

　

　

　

ぃ
。

メ
モ
し
て
壁

に
貼

っ
て
ぉ
に

大
地
震

や
　
非
常
災
牛

の
発
生

に
際

じ
　
　
　
　

め
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
と
使
利

で
す
。

て
は
デ

マ
が

つ
き
も

の
で
す
。

確

か
な
　
　
　
②

保
存

の
き
く

カ

ン
詰

め
や
カ
ン
パ
　
　

　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放

送
に

つ
い
て
は
、

ラ

情
報

が
伝

わ
ら
す

４
ま
ち

が

っ
た
情
報

″
　

　

　

ン
な
ど
と

い
っ
し

ょ

に
　

電
池
式
　
　
　
　
ジ
オ
第

一
放
送

だ
け

で
な
く
、

第

が
人

か
ら
人

へ
、

地
域

か
ら
地
域

へ
と
　
　
　
　

≡フ
ジ
オ
、

懐
”
電
灯

を

ご
用
意

く
　
　
　
　
一
〓放
送
、

Ｆ
Ｍ
放
送

の
周
波
数

の

次
第

に

「
尾

ヒ

レ
』

が

っ
い
て
広

ま

っ
　

　

　

　

だ
さ

い
。

乾
電
池

の
消
耗
度

の
点
　
　
　
　
チ

ェ
ッ
ク
も
。

て

い
き
ま
す
。

そ
し

て
　

木

ニ
ッ
ク
が
　
　
　
　
検
も

お
忘

れ
な
く
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
天
突

は
忘

れ
た
頃
に
や

つ
て
き
ま
す
。

起

こ
り
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

③

冷
蔵
庫

に
は
、

最
低
限
必
要

な
鉄
　

　

　

み
な
さ
ん
も
、

も
う

一
度
防
災
に

つ

そ

の
災
争

に

つ
い
て
の
詳
細

を
伝

え
　
　
　
　

み
水

を

い
つ
も
置

い
て
お
き
ま
し
　
　

　

ぃ
て
言
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

キ
～
手
奪
苺
存
毒
寺
苺
寺
牟
尊
寺
奪
奪
奪
奪
奪
奪
奪
金
奪
李
苺
奪
奪
奪
等
金
寺

争
奪
奪
奪
奪
寺
苺
尊
苺
奪
奪
争
奪
車
奪
奪
寺

壼
呂
対

中蝉
珈
的
輸
製
弾
い
よ

つヽ
　

　

　

　

中
一
一
一
巾
印
『
中
中
一
”
↓
中
中
力

　
　
　
呻
幸
中
区 一

日
～
六
月
五

―‐１

北
海
道
に
気
保
安
協
会

は
北
海
道
に

　
　
必

ら
す
受

け
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

　

　

　

新
川
■
町
　
弥
栄
町
　
双
業

町

力

一昧

）

の
委
託

を
受
け

て
　

家
庭

や
　
　
　

調
査
員

は
制
帆
、

制
幅

の
若

用
と
身

　
　
　
　
伊
茶

仁
。

商
店

な

ど
の
電
気
設
備
を
感
電

や
添
電
　
　
分
証
明
書

を
戦
柑

し

て
お
り
　
調
査

の
　
　
　
問

い
合

せ
は

火
災

な

ど
の
危
険

か
ら
守

る
た
め
嗣
介
　
　
！費

用

は

い
っ
さ

い
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

⌒財

）
北
海
道
電
気
保
安
協
会

を
行

っ
て

い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査

は
次

の
日
程

で
行

な
わ
れ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道

末

支

部

削
た

と
　
年

に

一
川
作

，ｉ

を

ご
訪
‐―ｌｊ

　
　

の
で
ご
協

力
を

お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
な
０
１
５
４
②

ｌ
６
１
５

工
月

一
日
か
ら
、

古
家
漁
科
医

院

の

あ
と
を

引
き
継

い
で
渡
辺
歯
科
医
院

が

同
所

で
開
設
　
診
療

い
た
し
ま
す
。

診
求
時
側
　
力

‐―――
向
十
令
而

‐ｉ

）

午
前
九
時
ｉ
Ｏ
分
～
止
午

午
後

一
時
～
四
時
二
０
ケ

土
町
Ｈ

午
前
九
時

一
〇
分
～
正
十

日
蛇
　
際
Ｈ
は
休
め
い
た
し
ま
す
ぅ

＊

＊

ネ

米

ネ

6

――

　

籾

町

中

を

ゆ

す

る

風

を

標

津

節

　

　

　

　

　

　

　

　

本

　

　

町

　

竹

川

　

　

邦

グ

ラ

ス
子

に

ワ

イ

ン

の
色

へ
と

染

ま

り

ゆ

く
　

　

栄

　

　

町

　

尾

崎

　

千

儀

花

に

向

い
理

に

語

り

て
余

生

満

つ
　

　

　

　

　

　

茶

〓
心

骨

　

大

西

　

牛

歩

億

光

年

十

付

を

既

っ

て
命

■

ま

れ
　

　

　

　

　

　

本

　

　

町

　

伊

藤

ひ

か

り

春

ご

よ

み

少

し

は
夢

を

購

け

て

み

る
　

　

　

　

　

住

一
由

町

　

小

野

瀬

祥

乃

ぬ

け

ぬ

け

と

女

の
叱

咤

満

月

だ
　

　

　

　

　

　

　

地

ケ
丘

町

　

沢

向

ク

亀

和

一
筋

に

生

き

て

戦

い
女

傑

去

る
　

　

　

　

　

　

　

川

上

町

　

氏

脚

　

哄

市

・

ラ

ン
ド

セ

ル
親

の
見

栄

も

背

負

わ

さ

れ
　

　

　

　

桜

木

町

　

一る
井

　

海

陽

峡

情

が
無

け

れ

ば

村

は
忘

れ

ら

れ
　

　

　

　

　

　

弥

栄

町

　

布

地

惣

一
郎

ぶ

つ

ふ

っ
と

伸

し

み

の
針

北

を

指

す

　

　

　

　

　

古

タ
ン

糠

　

国

村

　

者

江

夫

の
死

故

郷

へ
旅

立

つ
次

の
悲

し

さ
　

　

　

　

　

鴫

ケ

ｔ

町

　

大

井

　

栄

子

テ

ス

マ
ス

ク

沈

む

こ

と

な

し

北

の
海

　

　

　

　

　

双

薬

町

　

政

野

　

詩

州

指

呼

の
海

か

ら

だ

捕

ば

か

り

風

の
声

　

　

　

　

　

弥

栄

町

　

松

実

満

須

子

裸

沖

川

柳

社

で

は
　

全

員

を

募

楽

し

て

い
ま

す

。

同

好

の
方

は

事

務

局

（
ａ
②

２

３

９

７
　

松

実

）

ま

で

ご
連

絡

く

だ

さ

い
。

うなたも気球 ご作品を

投稿しませl■か

A刀 キ こ作品と住所氏

名(又は学校 学 年)な

記入のうえ 役 場如ら

せ聞<lTAへどうて

おやイラストもあ寄せ

てださい。

子どもの夢な育て 平示Bな団をつくりましよう
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に

わ

と

り

の

強

懇

商
品
化
間
近
し

ま
す

は
、

景
製

に
関
す

る
本
を
買

い

集

め
　
三
〇
羽

ほ
ど
処
理

で
き
る
☆
理

室
を
自
分

で
造

っ
た
。

し
か
し
　
た
れ

の
作
り
方

が
本

に
よ
り

い
ろ

い
ろ

で
、

思

い
あ
ま

っ
て
農
業

改
良
普

及
所
生
活

改
善
普

及
貞

の
指
導

を
受
け
先
成
を

み

た
。ち

な

み

に

　

こ

の
薫

製

が

で

ど

あ

が

る

ま

で

の
行

程

は

と

い
う

と

、

き

れ

い
に

毛

抜

き

を

し

内

蔵

　

足

　

首

を

と

り

洗

う

―

―
五

日

間

た

れ

に

つ
け

る

―

！
水

洗

い
を

し

形

を

粋

え

乾

鞭

す

る

１

ｌ
Ａ

湯

で

一
時

川

糸

る

―

―
乾

撫

す

る

ｌ

ｔ

み

が

き

を

か

け

る

―

―
禁

氏

五

十

度

で

七

時

間

ま

理

す

る
．

で

き

あ

が

り

ま

で

一
週

問

も

か

か

り

手

劇

の

い
る

仕

事

で

す

。

よ

年

の
十

二

月

唄

か

ら

試

作

品

も

で

き

　

ぶ

食

し

た

人

の
感

恕

は

　

味

、

色

、

形

と

も

上

々
と

の

こ

と

で

、

大

田

さ

ん

も

満

足

し

て

い
る
。

五

月

末

ま

で

に

は

保

健

所

の
許

可

も

と

り

、

商

品

化

を

め

ざ

し

て

い
ま

す

。

今

、

更

に
　

に

わ

と

り

の
卵

の

東

製

に

挑

戦

し

て

い
る

が

、

ま

だ

失

敗

続

き

だ

そ

う

で
す

。

標

津

の
名

物

に

な

っ
て

は

し

い
も

の

で

す

。

然
志
■

で
酪
捜
堆
　
推
地
ｋ
を
■
む

大

田
其

（ュ
し

さ

ん
が
　

に
わ
た
り

の

煮
製

に
批
戦
し

て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん

根
〓

、
釧
路
管
内

で
は
た
だ

一
人
。

本
業

の
略
農

は
息

子
さ
ん

に
任

せ

本

人

は
二
〇
〇
〇
羽

の
に
わ
と
り
を
飼

い
　

卯
を
出
荷
し

て

い
ま
す
．

と

こ
ろ

が
　

に
わ
た
り
も
年
を

と
る

と
卵
を
と

ま
な
く
な
り
、

そ

の
数

が
月

に
七
〇
羽
か
ら
入
○
羽

に
も
な
り
ま
す
．

そ

の
廃
地

を
自
分

で
処
理
で
き
な

い
か

と
、

思

い
つ
い
た

の
が

こ
の
兼
製

で
す
も

ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
同
辺
は
き
れ
い
に

・
燃
え
る
ゴ

ミ
、

燃
え
な

い
ゴ

ミ
は
区
別
し

て
出

し
ま
し
よ
う
。

分

の
住

所

や

年

金

を

受

取

る

銀

行

　

鄭

使

用

を

変

更

し

た

と

き

は
　

す

ぐ

に

「

住

所

　

支

払

機

関

変

更

肘

」

を

提

出

し

て

下

さ

い
。

も

し

、

こ

の
属

を

し

な

い
と

、

以

前

の
銀

行

や

鄭

便

局

の

払

込

　

支

払

口
座

へ
年

金

が

よ

り

込

ま

れ

た

り

、

そ

の
支

払

通

知

が

、

あ

な

た

の

い

住

所

へ
送

ら

れ

た

り

し

て

、

あ

な

た

ご

自

身

が

た

い

へ
ん

困

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

住

所

　

支

払

機

関

変

更

届

の
提

出

先

は

、

次

の
通

り

で
す

。

①
老
齢
年
金
　
通
算
老
齢
午
金
は
、

郵
便
番
号

一
六
八
　
東
京
都
杉
並
区

高
井
声
西
三
―
五
―
二
四
社
会
保
険

庁
　
年
金
保
険
部
　
業
務
第
二
課
苑

②
怖
告
年
金
、

け
十
年
令
　
“
け
，

午
金
　
寡
婦
年
金
、

迪
児
午
金
は

役
場
柄
祉
課
国
民
年
金
係
宛

国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
合
に
移
行
す

る
方
へ
、
回
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き
は

必
ら
ず
　
役
坊
年
金
係
に
屈
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
す
る
と
き
も
同
じ
で
す
。

×
雇
出
を
す
る
と
き
は
、

印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園

二
月
三
日
オ
ー
プ
ン

阿
寒
バ
ス
一
日
六
往
復
運
行

（史
跡
公
園
前
停
車
）

老
人
ク
ラ
フ
「

ハ
マ
ナ
ス
会
」
構
成

浜
茶
志
骨
地
区

⌒住
甘
町

束
浜
町
）

に
、

町
内
で
九
番
日
の
老
人
ク
ラ
ブ

「

ハ
マ
ナ
ス
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た

役
員
は
次
の
方
々
で
す
。

△ム　
　
長
　
　
一戸
村

副

△ス
長
　
　
田
辺

副

△ス
長
　
　
本
村

庶
務
会
計
　
　
快
山

國̈年懐申華

一
　
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
　
出

正 荘 誠 静
古 司 司 江

お
つ
ま
れ
・書
い
カ

―

自

衛

官

募

集

―

●
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員
で
す
。

●
結
与

防
衛
庁
職
員
給
与
法

に
よ
り
支

給
し

ま
す
。

●
各
種

の
手
当

賞
与

（
ポ
ー
ナ

ス
）
は
年
間
三
回

（

二
月

〇
　
五

ヵ
月
分
、

木
月

一
　

九

ヵ
月

分
、

十

二
月

二

上

ハ
ヵ
月

分

）

合
計

五

ヵ
月
分
支
給
さ
れ
る
ほ
か
扶

養
手
当
　
寒
冷
地
手
当
　
ほ
船
来
組

手

当
　
航
空
手
当
等

が
勤
務
内
容

に

よ

っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

退

取
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。

●
退
職
年
金

一
年
以
上
十
五
年
末
満

の
社
職
者

に

は
退
職

一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

十
五
年
以
上
勤
務
し

た
人

に
は

（幹

部

二
十
年

）
　

退
取
年
金

（
終
身
年

金

）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
資
格

採
用
予
定
月

の

一
日
現
在
十
人
オ
以

上

二
十
五
才
未
満

の
日
本
国
籍
を
有

す

る
者

●
志
頂
手
続

（女

子
は
別
に
お
知
ら

せ

し
ま
す
）

標
津

町
役
場
総
務
課
庶
務
係
ま

た
は

自
衛
隊
帯
広
地
方
連
絡
部
中
標
汁
券

柴
事
務
所

で
志
願
手
続
を
取

り
被

っ

て

い
ま
す
。

●
拭
験
期

日
及
び
拭
験
場

受
付
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
試
験
科

目

ｏ
筆
記

試
験

（
回
許
、

数
学
、

社
会

及
び
作
文

）

ｏ
日
述
試
験

ｏ
身
体
検
査

ｏ
通
性
検
査

（
知
能
、

性
格

）

亀品譜税 者年  町
枝 !剣 道 町本 一なな か ま ど 町花 引 よまな す「

~~
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町
保
健
課
で
は
　
各
地
区

で
の
健
康
相
談
の
ほ
か

一
昨

年
十
二
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
、

役
場

（基
幹
集
落
セ
ン

③
収
集
日
程
⑥

▽
五
月
六
日
的

川
北
市
衛
地
区
　
伊
茶
仁

忠
類
　
浜
古
多
様
　
薫
別

崎
無
異
　
古
多
様
市
街

▽
二
月
七
日
困

新
川
上
町
　
川
上
町

栄
　
　
町
　
緑
　
町

弥

栄

町

▽
二
月
八
日
０

本
　
町
　
鳩
ヶ
丘
町

双
葉
町
　
桜

一介
町

住
吉
町
　
東

浜

町

二
月
は
　
以
上
の
日
程
で
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
実
を
行

い
ま
す
の
で
、　

一
般
の
ゴ
ミ

と
区
別
し
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。

功
労
者
等
表
彰
基
金
と
し
て

五
〇
万
円
　
寄
付

広

木

建

設

備

中
標
津
に
本
社
の
あ
な
広
水
建
設
株

式
会
社
の
広
村
正
社
長
と
広
本
正
二
副

社
長
が
、

先
日
役
場
を
訪
れ
五
十
万
円

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

広
木
建
設
が
今
年
で
創
立

二
十
五
周
年
を
む
か
え
る
が
　
そ
の
記

念
行
事
を
廃
し
、
日
頃
の
感
謝
の
意
を

こ
め
て
町
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

町
に

一
〇
〇
万
円
　
寄
付

〓
一　
友
　
覇
　
道
　
鶴

中
標
津
町
に
あ
る
三
友
舗
道
伽
が

町
に
百
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
松
実
崇
社
長
が
標
津
町
に

住
ん
で
お
り
、

従
業
員
も
当
町
の
住
民

が
多
い
こ
と
か
な
、

公
私
と
も
に
当
町

に
は
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

公
住
用
地
・道
路
用
地
を
寄
付

鈴
　
木
　
輝
　
英
さ
ん

鈴
木
輝
英
合
し
≡
ん
は
、

公
営
住
宅

用
地
及
び
道
路
用
地
に
と
、

ョ
旭
月
司

三
六
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

町
で
は
こ
の
土
地
を
造
成
し
、

公
営

住
宅
敗
地
、

道
路
敷
地
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
十

ｉ
　
・

―
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
す

―

～
社
会
福

祉
協

議
会

へ
～

◎
全
快
祝
を
廃
し
　
　

　

　

　
　

　

　

，

▼
稗

貫

広

造

　

桜

木

町

◎
活
動
資
金

と
し

て

▼
聖
友
標
津

　

▼
八
重
樫
福
治

～
標
津

町

へ
～

◎
標
津

町
装
学
資
金
基
金

と
し

て

▼
大

屋

知

行

　

商

川

北

燕

別

の
岡
部

イ
チ

ヨ
分
し
さ
ん
が
、

「
子
供

の
健
康

の
た
め
に
」
と
手
づ
く

り

の
車
履
八
〇
足
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

6・5月 の健康 談 日日
ロ
　
タ
ー
）
の
健
康
相
談
室
を
会

5月 の不 燃物 収集

去
Ｔ
　
場
と
し
た

『
全
町
対
象
の
健

康
相
談
」
は
、

次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

時
間
は
、　

い
ず
れ
も
年
前

十
時
か
ら
年
後
二
時
ま
で
で

す
が
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
健
康
相
談
旧
◎

▽
五
月
　
十
五
日
Ｑ

▽
六
月
　
　
五
日
０

▽
六
月
　
十
九
日
Ｑ

広
報
し
べ
つ
の
表
紙
写
真
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
＜
わ
し
く
は
、

町
民
課
知
ら
せ
闇
＜
係
ま
で
。

帥帥卵中知印却印

名

意

郎

　

美

紀

隆

介

の
　
　
一
卓

子

孝

陽

　

琴

由

博

勇

柄

女

男

男

女

女

男

男

続

長

長

長

長

長

２

３

功

一
雄

広

二

男

寛

名

　

伸

幹

政

哲

孝

氏の
木

村

田
谷

橋

木

口

父

百五

岩

浮

更

高

粧

山

お誕生
活めで とう

いつ まで も

お幸せに

お くやみ

申 し上げ ます

住 所    年 齢
ツ  鳩 ヶ丘町    80

欄
所

町
類

町

上

　

木

住

川
忠

桜

子
子
美

臨
勲
秀
恵

勤
山
　
家

キ
収
嘘

猛
男
一

賭
　
反
寛

彩
地

林
山

崎

佐

陶

名

ナ

０こ「“ａ，　氏
畑

人のうごき

く3月末日現イ,〉

世帯数2,177世 帯( 6)

人 口 7,398人  (△ 51)

男 3,712人  (△ 30)

女 3, 6 8 6人 (△21)

X (‖内は高1月比

三友舗道
ラ

      標 津町だより5月 打4日 6尾 4日 NHK総 合テレビ(午前8時 打4分から)NHKラ ジア釧幡第1放 送(午後e時 56分から)
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